
　

10
月
は
、
し
尿
収
集
手
数
料

（
定
額
制
）
の
契
約
更
新
月
で

す
。
更
新
対
象
者
に
手
続
き
の

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

世
帯
人
数
に
変
更
が
な
け
れ

ば
、
最
寄
の
金
融
機
関
に
て
納

付
く
だ
さ
い
。
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
納
入
金
額
を
変
更
し
ま

す
の
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

し
尿
収
集
に
は
、
定
額
制
と

従
量
制
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

【
定
額
制
】
一
般
家
庭
を
対
象

に
年
間
契
約
（
11
月
１
日
～
翌

年
10
月
31
日
）
の
料
金
を
前
納

し
、

毎

月
１
回

定
期
に

収
集
す

る
。

料

金
は
上

表
の
と

お
り
。

【
従
量
制
】
事
業
所
や
臨
時
で

収
集
を
希
望
さ
れ
る
時
に
電
話

で
申
し
込
み
、
そ
の
都
度
収
集

す
る
。料
金
は
、収
集
量
に
よ
っ

て
算
定
（
10
㍑
当
た
り
85
円
）

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

７
６
８
・
０
８
１
８
）

　

町
で
は
、
し
尿
処
理
か
ら

下
水
道
や
浄
化
槽
の
処
理
へ

切
替
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

切
替
に
は
左
記
の
融
資
制
度

や
補
助
金
が
活
用
で
き
ま

す
。

☆
下
水
道
へ
の
切
替
＝
町

水
洗
便
所
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
（
上
下
水
道
課
☎

７
６
６
・
８
７ 

１
６
）

☆
浄
化
槽
へ
切
替
＝
町
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
（
同
セ
ン
タ
ー
☎

７
６
８
・
０
８
１
８
）

平
ひらまつ

松　怜
れいま

磨くん
1歳 8カ月（白金）

奥
おくむら

村　こころちゃん
1歳 9カ月（つつじが丘）

　いつもパパとママを楽し
ませてくれるこころちゃ
ん。これからも明るいここ
ろちゃんでいてね。

　お姉ちゃん達と一緒に
遊ぶのが大好きな怜磨。
これからも姉弟仲良く元
気に育ってね。

し尿収集（定額制）
料金表（年額）
1～ 3人用 7,800円
4 ～ 5人用 12,360円
6人用 16,560円

10月から12月のし尿収集日程
地区名 10月 11月 12月

肝川･銀山･広根 3・4 1・2 1・2
上 野･柏 梨 田 5 4 5
紫合･猪名川荘苑 6・7 7・8 6
原 ･ 民 田 11 9 7
上阿古谷・下阿古谷 11 9 7
北 野 12 10 8
北 田 原 12 10 8
万 善 ･槻 並 13 11 9
木 津 ･東 山 14 14 12
木 津 上 14 14 12
木間生･杤原･林田 17 15 13
笹 尾 18 16 14
清 水･清 水 東 19・20 17・18 15・16
仁 頂 寺 ･島 21 21 19
鎌 倉 24 22 20

杉 生 25
26・27

24
25・28

21
22・26

西 畑 ･柏 原 27
28・31

28
29・30

26
27・28

※日程が前後することがあります

　

猪
名
川
町
、
川
西
市
、
宝
塚

市
な
ど
北
摂
地
域
の
栗
栽
培
に

は
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、

品
質
の
良
い
栗
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
域
の
栗
生
産

者
が
産
地
を
さ
ら
に
盛
り
あ
げ

よ
う
と
、
北
摂
栗
収
穫
祭
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

品
評
会
＝

10
月
５
日
（
水
）
午
後
１
時
～
、

Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
宝
塚
営
農
支
援

セ
ン
タ
ー

即
売
会
＝
10
月
７
日
（
金
）

午
前
10
時
～
、
ア
ス
テ
川
西
ぴ

い
ぷ
う
広
場

▼
主
催　

北
摂
栗
振
興
協
議

会▼
問
合
せ　

Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲

阪
神
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
（
☎

７
７
３
・
５
１
７
７
）

北
摂
栗
の
品
評
・
即
売
会
を
開
催

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
は
、
地

域
に
憩
い
と
潤
い
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
が
、
多
く
の
森
林

は
、
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
る
担
い
手
不
足
に
よ
り

放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

適
度
な
間
伐
な
ど
、
人
の
手

を
入
れ
る
こ
と
で
森
に
光
が
入

り
、
明
る
く
健
康
的
な
森
林
と

な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
森
林
は
、
多
く
の

人
に
と
っ
て
身
近
な
里
山
で
あ

り
、
多
様
な
担
い
手
の
育
成
に

つ
な
が
り
ま
す
。

①
多
様
な
主
体
に
よ
る
里
山
づ

く
り
活
動
の
促
進

◆
森
林
所
有
者
、
地
域
住
民
、

企
業
な
ど
の
連
携
強
化

◆
民
間
活
力
の
導
入

②
里
山
環
境
教
育
な

ど
の
充
実

◆
体
験
活
動
、
指
導

者
育
成
、
樹
木
の
利

用
を
学
ぶ
活
動

◆
観
光
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
機
能
の
増

進
に
向
け
た
ハ
イ
キ

ン
グ
ロ
ー
ド
や
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
、

里
山
体
験
の
森
の
整

備

　

生
活
様
式
の
変
化
に
あ
わ
せ

て
、
森
林
資
源
の
価
値
は
低
下

し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、人
々

の
暮
ら
し
か
ら
山
が
遠
い
存
在

と
な
り
、
荒
廃
林
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

間
伐
材
を
有
効
活
用
し
、
ま

た
伐
採
木
の
利
活
用
の
方
法
を

見
直
す
こ
と
で
森
林
資
源
に
価

値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

山
が
人
の
暮
ら
し
に
近
い
存

在
と
な
り
、
人
の
手
が
山
に
入

る
こ
と
で
里
山
の
再
生
に
つ
な

が
り
ま
す
。

①
山
林
所
有
者
自
ら
の
適
切
な

施
業
の
確
保
と
林
道
の
整
備

②
松
く
い
虫
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害

な
ど
の
病
害
虫
防
止
対
策
の
実

施

③
野
生
動
物
被

害
防
止
対
策
の

推
進

④
伐
採
木
や
木

材
利
用
の
提
示

◆
伐
採
木
の
利

活
用
の
促
進

◆
住
宅
・
土
木

用
資
材
へ
の
利

用
促
進

◆
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用

　

森
林
資
源
を
活
用
す
る
こ
と

で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
制

し
ま
す
。

　

ま
た
、
枯
死
し
た
木
が
多
い

山
や
風
倒
木
が
多
く
見
ら
れ
る

森
林
は
、
防
災
機
能
の
低
下
の

ほ
か
に
、
景
観
上
か
ら
も
問
題

が
多
い
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
景
観
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
も
里
山
の
回
復
に
つ

な
が
り
ま
す
。

①
生
物
多
様
性
の

保
全
と
多
様
な
里

山
へ
の
誘
導

②
花
粉
症
発
生
源

対
策

③
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
お
よ
び
適

応
策
の
推
進

④
景
観
向
上
に
よ

る
良
好
な
環
境
整

備
の
Ｐ
Ｒ

　

私
は
猪
名
川
町
で
生
ま
れ
、
豊

か
な
自
然
環
境
の
恵
み
を
受
け
な

が
ら
育
ち
ま
し
た
。

　

当
時
、
山
林
は
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
密
接
に
関
わ
り
、
木
材
・
薪

炭
・
落
ち
葉
の
採
取
な
ど
、
生
活

に
欠
か
せ
な
い
資
源
と
し
て
活
用

さ
れ
、
日
々
人
々
の
手
が
入
る
こ

と
に
よ
り
里
山
と
し
て
美
し
い
景

観
も
保
た
れ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

近
年
で
は
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
よ

っ
て
、
以
前
の
よ
う

に
山
か
ら
資
源
を
搬

出
す
る
よ
う
な
こ
と

が
無
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、

人
々
の
手
が
入
る
こ

と
の
な
く
な
っ
た
山
林
は
、
自
然

林
と
な
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
倒

木
や
枯
木
な
ど
で
荒
廃
林
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
に

鑑
み
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
「
共

有
の
財
産
」
と
し
て
と
ら
え
、
放

置
さ
れ
た
山
林
か
ら
、
管
理
が
行

き
届
き
景
観
に
も
優
れ
た
山
林
、

い
わ
ゆ
る
里
山
と
し
て
維
持
し
、

後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
町
の
山
林
の
多
く
は
民
有
林

で
す
。
個
人
で
の
管
理
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
山
林
に
お
い
て
は
、

共
有
の
財
産
と
し
て
管
理
し
、
活

用
し
て
い
く
た
め
の
し
く
み
を
構

築
す
る
こ
と
で
豊
か
な
自
然
環
境

を
、
町
の
誇
れ
る
資
源
と
し
て
活

用
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　

本
基
本
構
想
は
、国
の
「
森
林
・

林
業
基
本
計
画
」
と
の
整
合
を
図

り
つ
つ
、
町
内
な
ど
農
林
業
集
落

で
の
座
談
会
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

　

町
の
支
援
な
ど
を
示
す
中
で
本

町
の
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を

皆
さ
ん
と
と
も
に
守
り
、
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

豊かな山林を景観にも優れた里山として
維持・管理し、後世に残していきます

　

平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
す
る
「
猪
名
川

町
里
山
再
生
基
本
構
想
及
び
実
行
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
概
要
）」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　

町
で
は
、
社
会
・
生
活
環
境
の
変
革
に

よ
り
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の

地
域
で
放
置
さ
れ
続
け
て
き
た
森
林
の
保

全
と
活
用
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

国
の
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
や
関
連

す
る
県
の
計
画
な
ど
と
の
整
合
を
図
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
森
林
所
有
者
や
利
用
者
な
ど
農

業
集
落
で
の
集
落
座
談
会
や
都
市
住
民
を

対
象
と
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

り
多
様
な
主
体
の
意
見
聴
取
を
行
い
、
有

用
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
構
想
に
盛

り
込
む
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、「
活
用
」・「
整

備
」・「
管
理
（
保
全
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
個
々
の
取
り
組
み
を
連
携
し
、
一

過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
里
山
と
し
て
の

再
生
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
景
観
向
上
を

図
り
、
併
せ
て
鳥
獣
害
被
害
の
低
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

事
業
を
確
定
し
、
各
年
度
当
初
に
公
表
し

て
い
き
ま
す
。

基
本

を
構

想

－里山再生1（活用）－
森林資源を楽しもう

－里山再生2（整備）－
森林資源を見直そう

－里山再生3（管理）－
美しい森林環境

－里山再生1（活用）－
森林資源を楽しもう

－里山再生2（整備）－
森林資源を見直そう

－里山再生3（管理）－
美しい森林環境

　里山再生の手法として、山を楽しみ、山の恵
みを有効活用し、環境に配慮した３つの再生に
向けた取り組みを基本としています。
　それらが相互に関連を持った取り組みとなる
ことで、里山再生を推進するものです。

≪里山再生のイメージ≫

策定 め
ざ
す
将
来
像

　

お
よ
そ
半
世
紀
で
変
化
し
た
里
山
を

再
生
す
る
た
め
、
山
林
所
有
者
の
み
な

ら
ず
、
広
く
地
域
住
民
が
憩
え
る
空
間

と
し
て
の
活
用
を
通
じ
て
、
多
様
な

人
々
の
参
画
と
協
働
が
進
み
、
豊
か
な

森
林
の
資
源
が
有
効
活
用
さ
れ
、
美
し

い
景
観
と
自
然
環
境
が
保
全
さ
れ
る
森

林
整
備
を
推
進
し
、
本
町
に
お
け
る
里

山
再
生
を
図
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
22
年
度
を
基
準
と

し
て
、
10
年
後
の
町
内
素
材
活
用
率
に

つ
い
て
対
同
年
度
比
10
％
増
を
目
標
と

し
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
数
値
目
標
に
つ
い

て
は
、
左
記
の
基
本
構
想
に
お
け
る
実

行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
際
に
設
定

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。　
　

　

こ
こ
で
は
総
括
的
な
目
標
と
し
て
実

施
す
る
全
て
の
事
業
で
の
目
標
数
値
の

平
均
が
10
％
増
と
す
る
も
の
で
す
。

【
参
考
】
国
で
は
目
指
す
べ
き
姿
と
し

て
、
10
年
後
の
国
内
木
材
自
給
率
を

50
％
以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

広く地域住民が憩える空間として
美しい景観と自然環境を保全していきたい

▶
里
山
の
環
境
や
樹
木
の
能
力
な
ど
に

つ
い
て
知
識
を
深
め
て
い
く
子
ど
も
達

基本構想における実行プログラム（概要）
里
山
再
生
１
（
活
用
）

森
林
資
源
を
楽
し
も
う

里
山
再
生
２
（
整
備
）　

森
林
資
源
を
見
直
そ
う

里
山
再
生
３
（
管
理
）

美
し
い
森
林
環
境

▲里山体験における森の整備

▲間伐材を有効活用した
薪ストーブ（イメージ）

▲生物多様性の保全（モ
リアオガエルの産卵）

豊
か
な
自
然
環
境
を
町
の
誇
れ
る

資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い

里
山
再
生

＜公民館講座＞

～ 身近な科学のふれあいから ～
　自然の不思議と素晴らしさを感じてみませんか！
★と　き　① 10 月 30 日② 11 月 6 日③ 11 月 13 日
いずれも日曜日・午後 2 時～同 4 時（3 回コース）
★ところ　生涯学習センター工作室
★参加費　無料
★内容①「竜の科学」
　「竜」と聞いて何を思い浮かべますか？恐ろしいドラゴンで
すか。あるいは太古の地球に実在した恐竜でしょうか。私たち
の大先輩、恐竜を科学してみましょう（ファンタジーの竜・恐
竜の時代・恐竜の生態・恐竜カラーペイント）。
②「光と色の科学」
　そもそも光とは、色とは何でしょうか。日頃はあまり疑問に
思わなかったことも、よく考えると不思議が見えてきます。目
からうろこが落ちる、光と色の世界へ出発しましょう（光の性
質・色の原理・三原色の実験・身近な色の不思議）。
③「音と声の科学」
　私たち人類は言葉を使ってコミュニケーションをとります。
私たちを静寂から解放する、音と声の性質や、意外な法則につ
いて考えてみましょう（音と波の性質・鳴き声くらべ・歌と曲
の関係・楽器作り）。
★講　師　新井敏夫さん（理学博士）
★対　象　町内在住・在勤の 18 歳以上の人
★定　員　各 20 人（先着順）
★申込・問合せ　同館　（☎ 766―8432・FAX 766―8345）

参加者募集

し
尿
収
集
契
約
の
更
新
に
つ
い
て

　

自
然
の
造
形
美
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
大
野
山
岩
め
ぐ
り
コ
ー
ス

を
初
体
験
し
ま
せ
ん
か
！

　

今
回
、
名
前
の
つ
い
て
い
な
い

巨
石
の
名
付
け
も
募
集
し
ま
す
！

▼
と　

き　

10
月
30
日
（
日
）

午
前
９
時
20
分
集
合
（
時
間
厳

守
）

※
雨
天
の
場
合
、
当
日
の
「
兵
庫

南
部
」
の
午
前
６
時
～
正
午
の
降

水
確
率
が
60
％
以
上
の
時
は
11
月

27
日
（
日
）
に
順
延▼

集
合
場
所　

大
野
ア
ル
プ
ス

ラ
ン
ド
駐
車
場

▼
ハ
イ
キ
ン
グ

内
容　

距
離
約

５
㎞
、
所
要
時

間
約
３
時
間
程

度
（
フ
ァ
ミ
リ

ー
向
け
）

▼
定　

員　

30

人
程
度
（
先
着

順
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
代
）

▼
持
ち
物　

水
筒
・
雨
具
な
ど

ハ
イ
キ
ン
グ
に
必
要
な
も
の

▼
服　

装　

ハ
イ
キ
ン
グ
が
で

き
る
服
装

▼
申
込
方
法　

日
生
・
六
瀬
住

民
セ
ン
タ
ー
、
産

業
観
光
課
備
え
付

け
の
申
込
み
用
紙

に
記
入
し
、
10
月
21
日
ま
で
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
申
請

▼
申
込
・
問
合
せ　

同
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
０
９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

７
６
６
・
７
７
２
５
）

※
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
た
め
、
終

了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
願

い
ま
す
。
山
頂
に
は
猪
名
川
天
文

台
ア
ス
ト
ロ
ピ
ア
が
あ
り
、
午
後

１
時
30
分
か
ら
入
館
（
高
校
生
以

上
２
０
０
円
）
で
き
ま
す
の
で
、

入
館
希
望
者
は
弁
当
を
持
参
く
だ

さ
い
。

大
野
山
岩
め
ぐ
り
コ
ー
ス
・
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
館
歴
史
講
座

▼
演　

題　
「
木も

く
じ
き喰
仏ぶ

つ

を
知
っ

て
楽
し
む
！
」

▼
と　

き　

10
月
27
日
（
木
）

講
座
＝
午
後
１
時
30
分
～
同
２

時
30
分
、
町
内
の
木
喰
仏
の
見

学
＝
午
後
２
時
30
分
～
同
５
時

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
）

▼
と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
館
催
し

会
場
・
町
内
寺
院
な
ど

▼
講　

師　

下
條
一
弘
さ
ん

（
猪
名
川
町
天
乳
寺
住
職
）

▼
定　

員　

30
人
（
先
着
順
・

電
話
受
付
）

▼
参
加
費　

７
０
０
円
（
保
険

代
を
含
む
）

木
喰
仏
特
別
展

▼
展
示
内
容　

江
戸
時
代
、

90
歳
で
猪
名
川
を
訪
れ
た

木も
く
じ
き
み
ょ
う
ま
ん

喰
明
満
上し

ょ
う
に
ん人
は
町
内
に
33
躯く

の
仏
像
を
残
し
、
そ
の
う
ち
26

躯
が
現
在
県
指
定
文
化
財
と
し

て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
の
「
一い

ち
え
び
す戎
大だ

い
こ
く黒
天て

ん

立り
ゅ
う

像ぞ
う

」

「
松ま

つ
お尾
大だ

い
ご
ん
げ
ん

権
現
倚い

ぞ
う像
」
を
特
別

展
示
。
微
笑
仏
と
も
呼
ば
れ
る

木
喰
上
人
最
晩
年
の
円
熟
し
た

作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間　

10
月
27
日
～
11

月
３
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
月
曜
日
は
休
館
日
）　

▼
見
学
料　

無
料　

▼
事
前
予
約　

不
要

　

申
し
込
み
・
問
合
せ
は
、
同

館
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
６
８
・
０

３
８
９
）
へ
。

▼松尾大
権現倚像

▲一戎大
黒天立像

産
業
観
光
課

☎
７
６
６
・
８
７
０
９

問合せ

▲大野山の太鼓岩

▲里山の景観を楽しむ福田町長

◀
枝
打
ち
（
良
質
な
木
材

の
育
成
な
ど
）

＜５＞ 広　報　い ＜４＞平成２３年（2011年）１０月１日な　が　わ


